
CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

▲他校区の市民館まつりで募金とＰＲ活動（和地市民館にて） ▲糟谷磯丸の歌碑が並ぶ「いのりの磯道」（伊良湖町）
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０
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史
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天
真
爛
漫
、
純
粋
無
垢
、
至
誠
一
貫
の

翁
と
し
て
親
し
ま
れ
、
没
後
に
は
神
と
し

て
崇
め
ら
れ
て
き
た
磯
丸
翁
の
業
績
や
姿

を
末
永
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
地
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と
糟
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丸
顕
彰
会
が
連
携
し
て｢

糟
谷

磯
丸
翁
生
誕
２
５
０
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記
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委
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を
設
置
し
、
記
念
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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０
０
０
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実
行
委
員
会
で
は
、
各
種
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
募
金
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
周
知
す
る
た
め
、
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
各
校
区
の
協
力
を
得
て
、
全
戸
配

布
し
ま
し
た
。
配
布
に
あ
た
っ
て
は
、
実

行
委
員
会
で
、
地
域
ご
と
に
枚
数
を
数
え
、

各
市
民
館
へ
配
り
ま
し
た
。

　

他
校
区
の
市
民
館
ま
つ
り
な
ど
が
あ
れ

ば
、
募
金
箱
を
持
っ
て
会
場
な
ど
へ
お
邪
魔

し
て
、
募
金
活
動
や
Ｐ
Ｒ
を
行
って
い
ま
す
。
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募
金
活
動
も
記
念
事
業
も
、
皆
の
協
力

が
な
け
れ
ば
、
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
活
動
も
皆
で
協
力
で
き
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
改
め
て
自
分
た
ち
の

地
域
を
見
つ
め
直
し
、
知
り
、
学
び
、
地

域
の
資
源
と
し
て
の
知
恵
と
技
に
よ
り
、
ア

イ
デ
ィ
ア
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

糟谷磯丸翁生誕 250 年記念事業
①冊子「漁夫歌人糟谷磯丸」の田原市内全戸配布
②磯丸像の彫刻（銅像又は石像）設置
③磯丸歌の作曲
④小学生向き小冊子の刊行
⑤糟谷磯丸展
⑥各種キャンペーンなど

｢天地のなしたるまま｣ の磯丸
翁の人柄や足跡を、多くの皆さ
んにご理解いただき、ご支援 ･
ご協力をお願いします。

※【
糟
谷
磯
丸
】
渥
美
半
島
の
先
端
伊
良
湖
村
に

明
和
元
（
１
７
６
４
）
年
５
月
３
日
に
生
ま
れ
、

嘉
永
元
（
１
８
４
８
）
年
５
月
３
日
に
85
歳
の
生

涯
を
終
え
た
漁
夫
歌
人
。
生
涯
に
数
万
首
の
歌
を

詠
ん
だ
と
い
わ
れ
、
中
で
も
「
ま
じ
な
い
歌
」
は
、

家
内
安
全
・
無
病
息
災
・
商
売
繁
盛
と
い
っ
た
民

衆
の
あ
ら
ゆ
る
希
望
や
困
り
ご
と
に
応
え
歌
に
し

て
い
る
。
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